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１． 研究課題 

 人間や情報システムの表層にありながら必ずしも意識されない潜在的な情報が、顕在的行

動に与える影響の科学的解明と活用を目指した実験・調査研究を行う。認知科学では従来、

自覚的な言語報告や身体動作の測定に重きが置かれてきたが、我々のこれまでの研究により、

むしろ自覚的でない情報が人間の行動や意思決定に決定的な影響を持つことが分かってきた。 

そこで本研究では、過去 10 年以上にわたり、渡邊研究室で用いられてきた研究手法（身体動

作、認知行動や自律神経応答の計測）を継承し、人間が五感情報を知覚・認知する際の注意

過程、意思決定プロセス、行動への変換過程などを、潜在・顕在過程の両面から解明するこ

とを目的とする。特に、人間の無自覚的あるいは潜在的な反応が人間の自然な認知・行動に

及ぼす影響を焦点に当て研究を行う。 

 

２． 主な研究成果 

当研究室での研究・研究成果は多岐にわたるが、今年度の主だった研究として、1）顔認知・

記憶の潜在処理と顕在処理の検討、2）記憶と運動の相互作用過程の検討の 2つがある。 

1）顔認知・記憶の潜在処理と顕在処理に関する研究：この研究はスイス・フリブール大学

との共同研究プロジェクトとして継続的に行われている。顔に含まれる潜在的な情報が対象

人物の印象やアイデンティティ知覚に与える影響、さらにそうした情報が顔を見る側の知

覚・認知・精神状態に与える影響について、国際共同研究によってヒトという種に共通した

普遍性と、文化による差異とを明確に区別することが目的である。これまでの研究では、顔

に基づく人種分類課題（欧米人の顔か、アジア人の顔か）をスイス人参加者と日本人参加者

の双方に対して実施し、参加者自身の人種とは異なる人種の顔に対して判断の速さや正確性

が向上することが明らかになっている。本年度は、顔刺激にノイズをかけ構造情報を操作す

ることで、人種分類判断の感度における文化間比較を行った。スイス人参加者では、構造情

報が 20％程度欠損した刺激の呈示時に、他人種の顔に対する判断が最も向上する結果が得ら

れた。一方で日本人参加者では構造情報が完全に欠損した場合に他人種顔に対する判断が向

上し、ごくわずかな情報からでも人種判断が可能であることが示された。これらのことから、

顔認知においては両文化間で異なる視覚情報が用いられており、我々の視覚系が環境や経験

に適応的なシステムを有していることが示唆された。 

2）記憶と運動の相互作用過程に関する研究：参加者にボタン押し等の運動課題を課し、そ

の手がかり刺激と共に別の刺激を呈示すると、運動課題とは無関係な刺激であっても記憶に

残りやすいことが分かっている。本年度の研究では、運動／認知課題の種類や、運動の手が



 

かりと記憶する刺激の時間的関係を操作することで、刺激検出等の認知的処理が運動と記憶

の相互作用に及ぼす影響について検討した。課題には実際に運動を行う Go 課題と行わない

No-go 課題、数字のカウントのみ行う認知課題があったが、刺激の記憶成績は Go 課題と No-go

課題において同等であり、また運動 No-go 課題における記憶成績はカウント課題における記

憶成績よりも高かった。したがって、運動の実行それ自体は記憶の向上に効果はなく、運動

に取り組む予備的な認知状態が記憶に影響する可能性が示唆された。このことは、記憶課題

に関する参加者自身の顕在的な認知過程ではなく、運動に対する意識といった潜在的な処理

が記憶や認知に影響を及ぼしうるものであることを示している。 

3)そのほかにも複数の人間の認知行動過程における研究と外部発表を行っている（4.研究

業績参照） 
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4.5 学会および社会的活動 

 該当なし 

 

５． 研究活動の課題と展望 

本プロジェクトでは、人間や情報システムの表層にありながら必ずしも意識されない潜在的

な情報が、顕在的行動に与える影響の科学的解明と活用を目指している。今年度行った、各

種のオンライン研究の成果や設置した実験機材などを活用して、今後は対面実験を含めたさ

らなる研究の実施を進め、国際的にインパクトのある研究成果を得るとともに、積極的にそ

の発信（学術論文等）を進めていく。 

 


